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研究成果の概要（和文）： 
本研究は、人物埴輪の分析・考察に基づいた、古墳時代のジェンダー構造の解明を目的とする。
研究方法としては、東日本・西日本の古墳出土の人物埴輪群を対象に資料集成と観察を行った
上で、古墳ごとに資料群のジェンダー分析を実施し、最終的に個別事例分析の地域間比較、お
よび総合化を図った。その結果、人物埴輪の身体表現の中に、古墳時代におけるジェンダー化
の過程の歴史的性格、すなわち異性愛規範に基づく作用と、逆にそれを超越する作用との競合
的関係性が認められることを、実証的に明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）： 
This research clarifies the gender structure of the Kofun period through an analysis of 
the human-shaped haniwa figurines of the fifth to sixth centuries A.D. Haniwa is a general 
term that refers to ceramic funerary sculptures on mounted tombs (kofun) of the Kofun 
period. This research (1) gathers data on the human-shaped haniwa figurines of eastern 
and western Japan; (2) makes detailed observations of their bodily representations; (3) 
presents studies of the gendered process by analyzing the bodily attributes of the haniwa 
figurines excavated from each tumulus; and (4) studies the gender structure of the Kofun 
period through a comparative analysis of these case studies. As a result, this research 
brings to light a feature of the gendered process in the Kofun period: The competitive 
gendered processes of heteronormativity and anti-heteronormativity generated the bodily 
representations of the human-shaped haniwa figurines. Additionally, this research 
advances the theory and practice of a queer archaeological approach in Japanese 
archaeology. 
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１．研究開始当初の背景 
 
 これまで私は、弥生時代・古墳時代の身体

表現の歴史的特質に関する研究を行ってき

た。ジェンダーというテーマは、こうした研

究の一環において取り組んできた。私は、女

性史を含むジェンダー考古学の学史を検討

した結果、①従来の日本のジェンダー考古学

が、男女の関係史の構築を主眼とするため、

ジェンダー規範自体の形成メカニズムの主

題化・問題化がなしえないこと、②アプリオ

リな男/女の二区分を前提とするという理論

的問題を含むことを強く認識した。私は、従

来の研究の功績を認めつつも、これまでの

「女性」や「男性」といった<主体>の歴史に

よっては、ジェンダー規範の形成過程、およ

び〈主体〉に包摂されない多様なジェンダー

化作用の歴史性が解き明かせないと考える。

代わりに、異性愛規範をはじめとする規範性

への批判的視座を特色とする、クィア・スタ

ディーズおよび欧米のクィア考古学の動向

を注視しつつ、私は、ジェンダー考古学の新

たな段階として、ジェンダー規範自体がどの

ように物質文化を経由して歴史的に形成さ

れるか、というテーマ設定の必要性を認識す

るに至った。 

<主体>から<規範>へという、この理論的立

場のもと、実践的研究として私は人物埴輪の

身体表現に着目した。一古墳において人物埴

輪が複数個体出土した事例を素材に、髪型や

乳房表現の有無という特定の属性のみによ

って、あらかじめ男/女に二区分する従来の

形式分類とは逆に、個体間の属性（顔面装飾

や装身具、身ぶりの種類等）の共有関係から、

個体のジェンダー化のメカニズムを追究し

た。結果、属性の組み合わせが男/女の二区

分を生み出す反面、男性的要素と女性的要素

を併せもつ一群をも生み出すこと、そして、

顔面装飾や装身具等の属性が、異性愛規範を

生み出すだけでなく超越する機能をも有す

ること、等を明らかにした。 

これまで行ってきた古墳時代のジェンダ

ー構造を追究するための理論と方法論、そし

て実践をもとに、本研究において分析事例・

地域の拡大と、事例研究の総合化に取り組む

ことによって、古墳時代のジェンダー構造を、

実証的に解明する基礎を築くことが可能と

なるものと考える。 

 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、人物埴輪を素材に古墳時

代中期・後期社会のジェンダー構造を実証的

に解明することにある。人物埴輪に関する事

例分析の蓄積と地域比較を通し、当該期社会

のジェンダー構造の歴史性、およびそれを生

み出す物質文化の能動的様態を実証的に究

明する。 

 本研究は、男女という〈主体〉の関係史の

構築を目的とする従来の日本のジェンダー

考古学とは異なり、ジェンダー規範の歴史的

形成メカニズムに着目する視点に立つもの

である。本研究は、人物埴輪研究と古墳時代

研究、ジェンダー史、ジェンダー考古学、そ

してクィア考古学の発展に貢献する。 

 
 
３．研究の方法 
 

本研究では、人物埴輪の属性分析に基づき、

古墳時代のジェンダー構造に関する実証的

研究を、資料集成、資料観察、事例分析、総

合的考察というプロセスにおいて実施する。 

資料集成では、関東地方、近畿地方、その

他の地方を対象に、複数個体が良好に遺存す

る事例を中心に集成作業を実施する。そして



それら資料群について実見と観察を実施す

る。事例分析では、古墳ごとに人物埴輪の身

体表現の属性を分類し、属性の共有関係から

ジェンダー区分の構造を抽出する。最後に、

総合的考察として、古墳単位の事例分析をも

とに地域間の比較検討を行い、古墳時代のジ

ェンダー構造を追究する。 

 

 

４．研究成果 

 

(1)主な研究成果およびその学術的位置付け 

 

①人物埴輪に関する個別事例分析の進展 

 ひとつの古墳から複数個体が良好な状態

で出土した事例を中心に、東日本・西日本各

地の人物埴輪について観察および事例分析

を実施した。資料観察では、ジェンダー分析

および地域間比較を行うための基礎的認識

を深めることができた。こうした個別事例分

析は、実証的に古墳時代のジェンダー構造を

論じるための基礎となった。 

 

②国際的・学際的視点に基づく研究の進展 

 ジェンダーに関する実証的研究を進める

上で、クィア考古学の理論と方法論、実践に

関して深化を図った。特に、異性装史をめぐ

る研究課題についてクィア考古学的視点か

ら整理を行い、それを実証的研究にいかした。

こうしたクィア考古学的試みは、従来の日本

考古学において実施されてこなかったもの

である。本研究は、日本考古学における国際

的・学際的研究の進展に貢献する、ひとつの

試みとなった。 

 

③古墳時代のジェンダー研究の進展 

 人物埴輪の事例分析とその総合化により、

古墳時代のジェンダー化の過程に、異性愛規

範の作用と、それを超越する作用の競合的関

係が認められることを明らかにした。 

 従来の研究では、異性愛規範および性別二

元論的視点を前提とした分析・解釈が示され

てきた。本研究ではそうした前提についてク

ィア考古学的観点から批判的に検討した上

で、物質文化に内在するジェンダー化の過程

に着目する視点を提示した。 

 なお、こうした研究成果については、TAG 

2011 USA 2011 Berkeley 等 にて口頭発表を

行ったほか、それを骨子とする英語論文

（Between  “Global Queering” and the 

Nation-state: The Possibilities of Queer 

Archaeology Seen Through its Application 

in Japan）の作成を実施した。 

 

(2)今後の研究の展望 

 

①同時代資料による検証の必要性 

 本研究は人物埴輪のジェンダー分析を実

施し、一定の仮説を提示した。今後は、同時

代の異なる種類の資料（古墳の副葬品におけ

るジェンダー表象の問題等）から、仮説の検

証を重ねていく必要がある。 

 

②長期的なジェンダー構造の追究の必要性 

 本研究は、人物埴輪を分析対象としたもの

であるため、対象とする時代については古墳

時代中期～後期という限定されたものであ

った。今後はその前後の時代を含めたより長

期的視点からのジェンダー構造の追究が必

要となる。そのためには、異なる時代の資料

を対象とした、実証的なジェンダー分析の蓄

積が不可欠となるものと考える。 

 

③国際的・学際的研究の推進の必要性 

 本研究では、従来の研究の枠組みとして前

提化されてきた異性愛規範を批判的に見直



す上で、クィア・スタディーズならびにクィ

ア考古学の視点を導入しながら研究をすす

めた。今後も、日本考古学におけるジェンダ

ー/クィア研究は、国際的・学際的な研究の

発展に資するよう、いっそう努める必要があ

る。 
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